
〜研究設備・人材の相互発展による地域イノベーション加速のための宮崎活性化モデル〜
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宮崎大学連携研究設備ステーション

みやだいもうくん myaoh

文部科学省（共通政策課題）
設備サポートセンター整備事業について

設備サポートセンター整備事業とは
現在文部科学省が進めている事業（設備サポートセンター整備事業）で、限ら

れた資源を有効活用し教育研究環境の整備を図るため、設備の共同利用促進、中
古設備の改良等による再利用、効果的かつ効率的な設備配置、サポート人材の集
約化や効率的な再配置など、大学における全学的な設備マネジメントを担う「設
備サポートセンター」を整備することにより、教育研究設備の有効活用に係るマ
ネジメント機能を強化することを目的としています。
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文部科学省研究振興局学術機関課が所掌

設備サポートセンター整備事業 採択大学

第２期における文科省採択方針 （H28当時）
全国的なモデルとなるような仕組みや取組みを支援

• 学内のみならず、大学間や地域など産学官に広げていくような仕組み。
• 技術職員の処遇などについて、斬新なアイディアを募集中。
• 文科省としては、これからも地域連携を推進していく。
• 北大のオープンファシリティは、最先端の取り組みであり、また「設備市

場」は、リユースの促進につながるため高評価。
• 鳥取大の「とっとりイノベーションファシリティネットワーク」について

も高評価。

九州地区では九州大学のみが採択 → ２校目が宮崎大学に！ 3

H23-25年度 H24-26年度 H25-27年度 H26-28年度 H27-29年度 H28-30年度 H29-R1年度 H30-R2年度

北海道大
金沢大
東京農工大
名古屋工大
大阪大
広島大

千葉大 筑波大
鳥取大

高知大
九州大

東北大
東京農工大
（２回目）
神戸大

北海道大
（２回目）
群馬大
岡山大

東京
医科歯科大
鳥取大
（２回目）
宮崎大

富山大
京都大
山口大

20大学
延23大学

University of Miyazaki

第１期
各大学単位での全学的な設備の共同利用体制・システムの構築を支援 

第２期
全国的な観点で設備の新たな共同利用体制の構築に資する取組を支援

宮崎大学の実施体制

理事(研究・企画担当)の下、全学における設備の
共同利用促進、効果的かつ効率的な設備の配置を図
るために、連携研究設備ステーションを中心に、
「設備サポートセンター整備事業」「先端研究基盤
共用促進事業」を推進している 。

みやざき Fnet

宮崎県内の高等教育機関、地方公共団
体、公設試験研究機関及び関連機関が連
携し、設備の相互利用、情報共有並びに
利用技術の共有による研究基盤の強化に
取り組む。

工業技術センター
食品開発センター
総合農業試験場
林業技術センター
警察本部科学捜査研究所
木材利用技術センター
衛生環境研究所
畜産試験場
水産試験場

県全体での技術者人材育成

県全体での戦略的設備整備

県全体での設備支援体制の充実

地域の課題解決やイノベーション創出
に設備利用技術を提供
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2016年8月設立

その他関係機関
宮崎県機械技術センター
食の安全分析センター

宮崎県

設備の相互利用 設備情報の共有 設備利用技術の共有

みやざきファシリティネットワーク宮 崎 大 学

設備マネジメント実施体制

理事
（研究・企画担当）

フロンティア科学
実験総合センター

実験支援部門
木花キャンパス
清武キャンパス

産学・地域連携
センター

機器分析支援部門

COCフーズサイエンス
ラボラトリー

みやだいCOC推進室
みやだいCOC＋推進機構

設備マスタープランの策定
学内外における設備共同利用推進

連携研究設備ステーション

職員

•総括マネージャー
•マネージャー補佐
•専任URA
•協力教員
•協力技術職員
•その他必要な職員

運営会議
委員

•ステーション総括マネージャー
•産学・地域連携センター長
•フロンティア科学実験総合センター長
•工学部教育研究支援技術センター長
•産業動物防疫リサーチセンター長
•ステーションマネージャー補佐
•ステーション専任URA
•その他運営会議が必要と認める教員

農学部
農学研究科

地域資源
創成学部

医学部
医学獣医学
総合研究科

農学工学
総合研究科

工学部
工学研究科

教育学部
教育学研究科

分析・解析技術班

工学部教育研究支援
技術センター

・副学長（研究・企画担当）

・副学長（機能強化推進）

・産学・地域連携センター長

・フロンティア科学実験総合センター長

・工学部教育研究支援技術センター長

・各学部研究担当副学部長

・その他学長が必要と認めるもの

共同利用設備管理委員会

宮崎大学等

の設備情報

研究戦略

生命科学

環境

エネルギー

食

研究支援

感染症ユニット

産業動物防疫
リサーチセンター

共同研究の創出

知的財産の創出

設備サポート

県全体で連携し
効率的に

設備を活用して
課題解決！
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University of Miyazaki宮崎大学における設備共用体制

設備サポートセンター整備事業シンポジウムとは University of Miyazaki

北海道大学のURAとして活動していた
江端新吾氏（現東京工業大学教授／内閣府フェロー）により、

国立大学法人における設備共用事業を全国へ展開する“場” 
「設備サポートセンター整備事業シンポジウム」の立ち上げ

• 全国の設備共用のためのノウハウを共有す
る“場”がなかったことから、現場主導で
平成26年当初に企画

• 以降、年１回で本事業採択校のうちの1校
が幹事校となり開催

• 研究設備共用に係る種々の課題の共有と課
題解決のための議論

• この“場”でまとめた提言は文部科学省学
術機関課および研究開発基盤課へ送付し政
策に活かす
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これまでに開催されたシンポジウムの内容 University of Miyazaki

回 開催校 内容 タイトル

1

北海道大
(H27. 1. 22)
参加者:79名

参加大学:16校

テーマ 大学の研究基盤戦略を考える
サブテーマ 設備共用の未来
基調講演 学術研究を取り巻く動向と設備サポートセンター整備事業

パネルディスカッション
1.設備サポートセンター整備事業の現状と課題
2.研究基盤整備における大学の戦略・将来ビジョン

2

鳥取大
(H28. 1. 21)
参加者:124名
参加大学:25校

テーマ 大学における新たな設備共用体制を目指して
サブテーマ 地域連携による設備サポートの新たな展開

シンポジウムの趣旨説明
基調講演 これからの設備サポートセンター整備事業

ポスターセッション 設備サポートセンター整備事業実施校の特徴的な取り組み
パネルディスカッション 「地域連携」をキーワードに設備サポートの新たな展開を議論
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名古屋工業大
(H29. 1. 26)
参加者:157名
参加大学:51校

テーマ 共同利用に向かう教育研究設備の今後の展望を探る
サブテーマ 求められる設備マネジメントとは

ポスタープレビュー 北海道大学/群馬大学/岡山大学
基調講演 共同利用・共同研究体制の強化・充実と設備サポートセンター 整備事業等について

ポスターセッション 採択15校
企業講演 大学の装置利用で得られた成果とこれからの期待

パネルディスカッション 今後の設備共用化戦略を語る
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東京農工大
(H30. 2. 1)

参加者:183名
参加大学:46校

テーマ 研究・教育支援に対する設備サポート事業の役割を考える
サブテーマ 研究・教育の活性化と学外連携に応える人材育成

ポスタープレビュー 東京医科歯科大学/鳥取大学/宮崎大学
基調講演 設備サポートセンター整備事業におけるこれまでの取り組みと今後に向けて

ポスターセッション 採択17校
企業講演 分析産業の新展開

パネルディスカッション 研究・教育の活性化と学外連携に応える人材育成
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岡山大
(H31. 1. 24)
参加者:138名
参加大学:31校

テーマ 設備サポートセンター整備事業をどう成長させるか
サブテーマ 設備サポート活動の先に見えてきたものと立ちはだかるもの
基調講演 共同利用・共同研究体制の強化・充実について
依頼講演 岡山県工業技術センター活動紹介

ポスタープレビュー 富山大学/京都大学/山口大学
ポスターセッション 設備有効利用システム:10校 技術人材の育成:5校 学外・学内連携:6校

パネルディスカッション
設備サポートセンター整備事業をどう成長させるか
〜設備サポート活動の先に見えてきたものと立ちはだかるもの〜 6



課 題 と 提 言（キーワード）

回 課 題 提 言（キーワード）

1
技術人材の不足及び育成プログラムの必要性
事業採択校間および地域における連携の増進
共同利用料金の設定および共同利用予約システムの整備

技術人材育成の整備／人材交流の推進／人事交流システムの確立
共通の料金体系、予約システム、データベースの確立
安定した財源の確保／科研費等の研究費の利用／設備共同利用利点と重要性
事業の成果を評価する基準／ノウハウの共有のための取組

2
地域連携におけるコミュニケーションの重要性
大学間連携における情報共有の重要性
技術者人材の育成と待遇のあり方

設備サポートを介した地域連携の推進／人的ネットワークの構築
安定的な財源の確保／大学間連携による設備共用／情報交換、情報共有
技術職員の人材育成体制／キャリアパス形成
このシンポジウムを情報交換・情報共有の場として継続すべき

3
設備マネジメントの重要性

技術人材の育成のあり方

トップダウンによる全学的な設備マネジメント
大学の研究戦略も意識できる人材の配置、そのスキルの伝承
エフォート管理方法／技術職員の人材育成体制、キャリアパス形成
設備共用に関わる人事評価制度／情報交換・情報共有の場として継続

4
大学の研究・教育力に繋がる設備共用の取組の在り方

人財育成のための大学組織の在り方

共用設備機器活用と研究教育を連携する体制／face to faceの場
高度な解析力を有する人材育成の場／学内外の情報交換と技術者の交流
設備共用に関わる技術職員や学生の実績の見える化／意見を出せる場
設備サポートセンター整備事業の継続／共用支援事業の立ち上げ

5
設備の有効利用と研究支援システム開発の重要性と方向性
技術系サポート人材の確保、育成、人事評価と待遇改善
学外・学内連携の理念と方法の多様性

共同利用設備機器の整備・充実と研究支援を推進する組織とシステム
設備サポートセンター整備事業の継続／大学間の人的交流や情報交換
部局所属から全学的な研究支援組織への配置換／研究支援活動の評価
中枢的役割を担う司令塔／設備サポートセンター整備事業の将来像の議論

・共同利用推進の方策 ：料金体系、予約システム、データベースの確立、設備マネージメント 
・技術人材の養成 ：キャリアパス形成、人事評価制度、実績の見える化、待遇改善
・連携 ：地域連携、学内外の情報交換、大学間の人的交流
・大学の戦略 ：トップダウン、研究戦略も意識できる人材の配置、全学的な研究支援組織 

設備サポートセンター整備事業の継続を望む声が多い！

これまでのシンポジウムから得た課題と提言 University of Miyazaki
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第６回シンポジウムの背景と目的 University of Miyazaki

「設備サポートセンター整備事業」は、平成23年度にスタートし9年目が終わ
ろうとしている。この間、全国で20の大学(延べ23事業)が採択され、各校独自
の取り組みが進んでいる。

年1回開催される本シンポジウムにおいて、活発な議論と情報交換が行われ、
設備サポートの重要性の認識の高まりとともに課題も明確になってきている。

過去5回のシンポジウムから見えてくる課題：
• 研究設備の共同利用推進
• 学内外における連携
• 技術職員（研究支援者）の養成・マネジメント
これらを推進するための「大学の研究基盤戦略」の重要性

一方、設備サポートセンター整備事業は、平成30年度の3校が最後の採択とな
り、文部科学省の事業支援も来年度で終了となる。
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何が出来るかにゃ〜

第６回シンポジウムの方向性
本事業終了後も

設備サポート体制が継続・発展できる新しい取り組みの可能性を探る。

第６回シンポジウムの内容 University of Miyazaki

研究基盤の新潮流を探る
〜設備サポートセンター整備事業から得たものと未来Vision〜

基調講演

共同利用・共同研究体制の強化・充実について
文部科学省研究振興局学術機関課 細野亮平氏

事業統括

宮崎大学の設備共同利用の現状と今後に向けて
問題定義として、宮崎大学の設備共同利用の現
状と今後の課題と対応について紹介する。

宮崎大学 水光正仁

依頼講演

現場からマインドセットを変える
〜設備サポートセンター整備事業シンポジウム
という「場」の開発と技術専門職の重要性〜
設備サポートセンター整備事業後の研究基盤改
革の取り組みについて講演

東京工業大学・内閣府 江端新吾氏

ポスターセッション

事業採択20校より本事業から得られた成果と今
後の取り組みについて紹介

パネルディスカッション

研究基盤の新潮流を探る
〜設備サポートセンター整備事業から得たもの
と未来Vision〜
宮崎大学でのキックオフシンポジウム時に、パ
ネリストとして参加いただいた機関に、この間
の変化と今後の取り組みについて紹介いただき、
全体で設備サポート体制の今後の流れについて
議論する。

宮崎大学 國武 久登あ
文部科学省 細野 亮平氏

東京工業大学 江端 新吾氏
北海道大学 佐々木隆太氏

鳥取大学 森本 稔氏
群馬大学 林 史夫氏

宮崎県工業技術センター 清水 正高氏
宮崎大学 境健太郎あ
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まとめ University of Miyazaki
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• 設備サポートセンター整備事業は平成23年度から始まった

• 1期、2期において各大学が様々な取り組みを実施

• 本事業シンポジウムが平成26年度から始まり情報共有及び様々な議論を展開

• 事業成果は出ているが、課題もある

• 令和2年度で本事業は終了

• 第6回シンポジウムを宮崎にて開催（本日）

• 来年度での本事業終了と共にシンポジウムの今後はどうするのか？

• 今後の設備共用系の事業展開はどうなるのか？

ご清聴有り難うございました


